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(57)【要約】
【課題】フィラメント近傍の陰極部品の温度を低減し、
長期使用時における真空外囲器内の真空度の低下を抑制
できるＸ線管を提供する。
【解決手段】Ｘ線管10は、電子ビーム16を放出するフィ
ラメント17を有する陰極11と、電子ビーム16が入射され
てＸ線43を放出する陽極ターゲット12と、内部に陰極11
および陽極ターゲット12を収容する真空外囲器13とを具
備する。陰極11は、真空外囲器13の一部を構成して真空
外囲器13の外部に露出し、フィラメント17に通電するリ
ード線26が真空外囲器13の内部側と外部側とに貫通する
ように取り付けられた金属製のリード線支持体18と、リ
ード線支持体18に接触固定され、フィラメント17を支持
する金属製のフィラメント支持体19とを有する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子ビームを放出するフィラメントを有する陰極と、
　前記電子ビームが入射されてＸ線を放出する陽極ターゲットと、
　内部に前記陰極および前記陽極ターゲットを収容する真空外囲器と
　を具備するＸ線管であって、
　前記陰極は、
　前記真空外囲器の一部を構成して前記真空外囲器の外部に露出し、前記フィラメントに
通電するリード線が前記真空外囲器の内部側と外部側とに貫通するように取り付けられた
金属製のリード線支持体と、
　前記リード線支持体に接触固定され、前記フィラメントを支持する金属製のフィラメン
ト支持体とを有する
　ことを特徴とするＸ線管。
【請求項２】
　前記陰極は、前記フィラメント支持体に接触固定され、前記フィラメントから放出され
る前記電子ビームを集束する金属製の集束電極を有する
　ことを特徴とする請求項１記載のＸ線管。
【請求項３】
　前記フィラメント支持体は、前記フィラメントから放出される前記電子ビームを集束す
る機能を有する
　ことを特徴とする請求項１記載のＸ線管。
【請求項４】
　前記リード線は、電気的に絶縁されて前記リード線支持体に支持され、
　前記フィラメントは、電気的に絶縁されて前記フィラメント支持体に支持されている
　ことを特徴とする請求項１ないし３いずれか一記載のＸ線管。
【請求項５】
　前記リード線支持体および前記フィラメント支持体のいずれか一方は、円筒状に形成さ
れ、側面に開口部が設けられ、内部に前記フィラメントに固定されているフィラメント端
子と前記リード線とが挿通されるとともに、前記開口部に対向して前記フィラメント端子
と前記リード線とが接続されている
　ことを特徴とする請求項１ないし４いずれか一記載のＸ線管。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、Ｘ線を放出するＸ線管に関する。
【背景技術】
【０００２】
　Ｘ線管において、Ｘ線の焦点寸法を管理するためには、陰極カップに対するフィラメン
トの位置を厳しく管理する必要がある。従来構造では、陰極カップにステアタイトやセラ
ミックなどの絶縁体を介してフィラメントを固定している。
【０００３】
　一方、管球外からフィラメントに通電するためリード線が真空外囲器のガラスを貫通し
た構造となっている。リード線の１本または２本がフィラメントに接続されるが、残りは
陰極カップを支持する陰極カバーに固定されている。
【０００４】
　Ｘ線管の動作中のフィラメントは２０００℃を超える温度で使用されるので、フィラメ
ントの近傍に配置される陰極カップなどの陰極部品はフィラメントからの輻射熱によって
加熱される。陰極カップからの放熱経路は、陰極カバーを経てリード線から管外へ放熱さ
れるルートが支配的である。一般にリード線の太さは１～２ｍｍ、長さは１０～２０ｍｍ
なので、真空断熱に近い構造になっており、フィラメントで発生した熱量により陰極カッ
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プの温度が上がりやすい。陰極カップの温度を実測した結果、フィラメント電力が１０Ｗ
程度のとき、陰極カップは２００℃以上であった。
【０００５】
　フィラメントは熱電子の放出のため高温にする必要あるが、その他の陰極部品は真空外
囲器内へのガス放出の観点から温度が低いことが望まれている。それは、フィラメントの
ように極めて高温な部分の吸着ガスは短時間に脱離するが、数１００℃の部分は脱離速度
が小さく、長期間にわたってガス放出を続け、真空外囲器内の真空度をゆっくり悪化させ
るためである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開昭５９-１６０６３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明が解決しようとする課題は、フィラメント近傍の陰極部品の温度を低減し、長期
使用時における真空外囲器内の真空度の低下を抑制できるＸ線管を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本実施形態のＸ線管は、電子ビームを放出するフィラメントを有する陰極と、電子ビー
ムが入射されてＸ線を放出する陽極ターゲットと、内部に陰極および陽極ターゲットを収
容する真空外囲器とを具備する。陰極は、真空外囲器の一部を構成して真空外囲器の外部
に露出し、フィラメントに通電するリード線が真空外囲器の内部側と外部側とに貫通する
ように取り付けられた金属製のリード線支持体と、リード線支持体に接触固定され、フィ
ラメントを支持する金属製のフィラメント支持体とを有する。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】第１の実施形態を示すＸ線管の断面図である。
【図２】同上Ｘ線管の断面図である。
【図３】第２の実施形態を示すＸ線管の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、第１の実施形態を、図１および図２を参照して説明する。
【００１１】
　図１および図２に示すように、Ｘ線管10は、固定陽極型Ｘ線管であり、陰極11、陽極タ
ーゲット12、これら陰極11および陽極ターゲット12を収容する真空外囲器13を備えている
。真空外囲器13は、ガラス製で円筒状に形成された胴部14を有し、この胴部14の一端に陰
極11が封止されているとともに、胴部14の他端に陽極ターゲット12が封止され、真空外囲
器13の内部が真空状態に保持されている。
【００１２】
　そして、陰極11は、電子ビーム16を放出するフィラメント17を備えるとともに、リード
線支持体18、フィラメント支持体19および集束電極としての陰極カップ20を備えている。
【００１３】
　フィラメント17は、このフィラメント17の両端が一対のフィラメント端子21にそれぞれ
電気的に接続され、一対のフィラメント端子21を介してフィラメント支持体19に支持され
ている。
【００１４】
　リード線支持体18は、金属製で円筒状に形成され、Ｘ線管10の中心軸と同軸に配設され
ている。リード線支持体18は、端面部22および周面部23を有し、内部に空間部24が形成さ
れている。リード線支持体18の外周と真空外囲器13の一端とが筒状の連結部材25によって
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真空気密に連結されている。リード線支持体18の端面部22が真空外囲器13の外部に露出さ
れている。
【００１５】
　リード線支持体18の端面部22には、一対のフィラメント端子21に電気的に接続される一
対のリード線26が挿通される挿通孔27、および、空間部24にゲッター28を配置する場合に
、そのゲッター28の両端に接続される一対のリード線29が挿通される挿通孔30が形成され
ている。挿通孔27，30は、絶縁性を有する閉塞部31，32によってそれぞれ閉塞されている
。リード線26，29は、閉塞部29，30を貫通して真空気密に取り付けられている。したがっ
て、リード線支持体18は、リード線26，29を電気的に絶縁して支持している。
【００１６】
　リード線支持体18の内部の空間部24にフィラメント端子21およびリード線26が挿通され
、これらフィラメント端子21とリード線26とが直接または別のリード線などの中継部品を
介して溶接などによって接続されている。
【００１７】
　リード線支持体18の周面部23には、孔または切り欠きによって構成される開口部33が形
成されている。開口部33は、フィラメント端子21とリード線26との溶接などによる接続箇
所に対向されている。そして、開口部33を通じて、フィラメント端子21とリード線26との
接続作業が可能となっている。
【００１８】
　また、フィラメント支持体19は、金属製で円筒状に形成され、Ｘ線管10の中心軸と同軸
に配設されている。フィラメント支持体19は、リード線支持体18に対して少なくとも一部
が面接触するように固定され、リード線支持体18に対して高い熱伝導性が確保されている
。
【００１９】
　フィラメント支持体19は、フィラメント17を収容する凹部34、フィラメント17の両端が
挿通する一対の孔部35を有している。孔部35には絶縁性を有する円筒状の筒部36が取り付
けられ、この筒部36にフィラメント端子21を固定するスリーブ37が取り付けられている。
したがって、フィラメント支持体19は、フィラメント17を電気的に絶縁して支持している
。
【００２０】
　また、陰極カップ20は、金属製で円筒状に形成され、Ｘ線管10の中心軸と同軸に配設さ
れている。陰極カップ20は、少なくとも一部が面接触するようにねじ38で固定され、フィ
ラメント支持体19に対して高い熱伝導性が確保されている。陰極カップ20には、フィラメ
ント17が露出する窓孔39が形成されている。
【００２１】
　また、陽極ターゲット12と真空外囲器13の他端とが筒状の連結部材42によって真空気密
に連結されている。陽極ターゲット12には、陰極11から電子ビーム16が入射されることに
よりＸ線（利用Ｘ線束）43を放出する焦点を形成するターゲット面44を有している。
【００２２】
　そして、Ｘ線管10の動作中において、フィラメント17は、熱電子の放出のため高温にす
る必要あり、２０００℃を超える温度で使用される。一方、陰極カップ20などの他の陰極
部品は真空外囲器13内へのガス放出の観点から温度が低いことが好ましい。
【００２３】
　フィラメント17の近傍に配置される陰極カップ20などの陰極部品は、フィラメント17か
らの輻射熱によって加熱され、温度上昇する。
【００２４】
　このとき、陰極カップ20はフィラメント支持体19に、フィラメント支持体19はリード線
支持体18にそれぞれ高い熱伝導性が確保して固定されているとともに、リード線支持体18
の端面部22が真空外囲器13の外部に露出されているため、陰極カップ20およびフィラメン
ト支持体19からの真空外囲器13の外部（空気中または絶縁媒体中など）への放熱効率のよ
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い放熱経路が形成される。そのため、陰極カップ20およびフィラメント支持体19などの温
度上昇を抑制することができる。
【００２５】
　したがって、陰極カップ20およびフィラメント支持体19などの放熱効率が高く、陰極カ
ップ20およびフィラメント支持体19などの温度上昇を抑えることができ、長期使用時にお
ける真空外囲器13内でのガス発生を抑制し、真空外囲器13内の真空度の低下を抑制するこ
とができる。
【００２６】
　また、リード線支持体18にフィラメント支持体19を固定する構造であるため、リード線
支持体18の内部に、フィラメント端子21とリード線26との接続箇所が位置するが、リード
線支持体18の側面に開口部33を設けることにより、この開口部33を通じてフィラメント端
子21とリード線26との接続作業ができる。
【００２７】
　なお、リード線支持体18およびフィラメント支持体19の構造によっては、フィラメント
端子21とリード線26とを接続作業するための開口部をフィラメント支持体19に設けてもよ
い。
【００２８】
　次に、図３に第２の実施形態を示す。なお、第１の実施形態と同じ構成は同じ符号を用
い、その構成および作用効果についての説明を省略する。
【００２９】
　フィラメント支持体19と陰極キャップ20とを一体に設けたものである。すなわち、フィ
ラメント支持体19が、フィラメント17から放出される電子ビーム16を集束する機能を有し
ている。
【００３０】
　この構成により、部品点数を削減でき、放熱効率をさらに向上させることができる。
【００３１】
　なお、Ｘ線管は、固定陽極型Ｘ線管に限らず、回転陽極型Ｘ線管であってもよい。
【００３２】
　また、Ｘ線管は、真空外囲器の胴部の主要材料をガラスとしたが、セラミクスやメタル
であってもよい。
【００３３】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら新規な実施形態は、その
他の様々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の
省略、置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や
要旨に含まれるとともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる
。
【符号の説明】
【００３４】
　10　　Ｘ線管
　11　　陰極
　12　　陽極ターゲット
　13　　真空外囲器
　16　　電子ビーム
　17　　フィラメント
　18　　リード線支持体
　19　　フィラメント支持体
　20　　集束電極としての陰極カップ
　21　　フィラメント端子
　26　　リード線
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　33　　開口部
　43　　Ｘ線

【図１】 【図２】

【図３】
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